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１

近
年
の
食
生
活
の
変
化
に
伴
い
、

リ
ー
フ
茶
離
れ
が
進
ん
で
お
り
ま

し
た
が
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
自
宅
で
食
事
を
す
る
機
会
が
増

え
た
こ
と
や
機
能
性
に
魅
力
を
感

じ
て
お
茶
の
飲
用
機
会
が
徐
々
に

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

鹿
児
島
県
は
、
２
０
１
９
年
の
茶

の
産
出
額
が
２
５
２
億
円
と
初
め

て
日
本
一
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
協
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
医
師
の

馬
渕
知
子
先
生
を
招
聘
し
、
「
お

茶
の
機
能
性
成
分
と
効
果
的
な
摂

り
方
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で

医
師
の
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
い

た
だ
く
お
茶
の
機
能
性
研
修
会
を

開
催
し
、
29
社
・
団
体
、
43
名
の

茶
生
産
者
や
飲
食
店
経
営
者
等
が

受
講
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
お
茶
に
含
ま
れ

る
成
分
の
効
果
・
効
能
や
お
茶
を

利
用
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
策
、
抽
出
方
法
（
温
度
）

に
よ
る
栄
養
成
分
の
違
い
等
に
つ

い
て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
お
茶
の
代
表
的
な
栄

養
成
分
「
カ
テ
キ
ン
」
に
は
、
血

管
の
酸
化
が
一
因
と
い
わ
れ
る
生

活
習
慣
病
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
な

ど
を
予
防
す
る
抗
酸
化
力
が
高
い

こ
と
や
ウ
イ
ル
ス
の
細
胞
膜
を
破

壊
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
お
茶
の
効
能
等
】

・
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用

・
発
ガ
ン
性
の
抑
制

・
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る

・
中
枢
神
経
を
興
奮
さ
せ
集
中
力

を
高
め
る

・
デ
ト
ッ
ク
ス
作
用
で
む
く
み
を

予
防

・
テ
ア
ニ
ン
に
よ
る
脳
（
副
交
感

神
経
）
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
美
肌
効

果
に
役
立
つ

そ
の
他
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
商
品

名
を
工
夫
し
、
飲
み
た
い
と
思
え

る
様
に
付
加
価
値
を
高
め
た
ら
ど

う
か
と
の
ご
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
「
お
茶
を
生
産

す
る
だ
け
で
な
く
、
効
能
な
ど
を

説
明
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
「
食
育
で
子
供
た
ち
に
茶
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
「
食
事
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を

提
案
し
た
い
」
「
成
分
毎
の
活
用

法
を
消
費
者
に
分
か
り
易
く
伝
え

た
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
後
も
専
門
家
の

講
演
等
を
通
し
て
、

本
県
特
産
品
の
魅
力

を
発
信
し
て
参
り
ま

す
。

【
10
年
ぶ
り
！
福
岡
三
越
に
て
催

事
を
開
催
】

九
州
の
一
大
消
費
地
で
あ
る

天
神
地
区
（
福
岡
市
）
に
あ
る

㈱
岩
田
屋
三
越

福
岡
三
越
の

地
下
食
品
催
事
場
及
び
テ
イ
ス

テ
ィ
パ
テ
ィ
オ
に
お
い
て
、
本

県
の
食
文
化
や
工
芸
品
、
観
光

情
報
等
を
総
合
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

「
夏
の
鹿
児
島
味
探
訪
」
（
８

月
17
日
）
火
）
～
８
月
23
日

（
月
）
７
日
間
）
を
初
開
催
し

ま
し
た
。
（
出
展
企
業
食
品
９

社
、
工
芸
品
２
社
）

会
期
中
は
、
日
本
一
の
黒
毛

和
牛
や
人
気
の
さ
つ
ま
揚
げ
、

郷
土
菓
子
を
始
め
、
竹
製
品
や

刃
物
な
ど
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。

福
岡
三
越
で
の
催
事
は
、
10

年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
当
時
を
知
る
担
当
バ
イ

ヤ
ー
か
ら
は
、
「
鹿
児
島
県
単

独
の
催
事
が
再
開
出
来
て
非
常

に
良
か
っ
た
。
地
下
催
事
と
な

る
が
、
今
後
も
継
続
開
催
し
て

い
き
た
い
」
と
の
お
言
葉
も
あ

り
ま
し
た
。

【
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
反
響
】

開
催
期
間
中
は
、
福
岡
県
へ

の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
や
連
日

の
大
雨
の
影
響
等
に
よ
り
、
天

神
地
区
の
人
通
り
は
、
非
常
に

少
な
い
状
況
で
し
た
が
、
本
県

出
身
者
の
お
客
様
が
多
く
来
店

さ
れ
て
、
懐
か
し
さ
な
ど
か
ら

購
買
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
、
地
下

催
事
で
食
品
に
関
連
し
た
調
理

器
具
や
刃
物
の
販
売
も
行
っ
た

と
こ
ろ
、
出
展
者
か
ら
は
「
食

品
フ
ロ
ア
で
の
販
売
経
験
は
な

か
っ
た
が
、
食
に
繋
が
る
商
品

の
た
め
、
お
客
様
の
反
応
が
と

て
も
良
か
っ
た
。
次
回
も
是
非

出
展
し
た
い
」
と
手
応
え
を
感

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
年
複
数
回
の
継
続
開

催
を
行
う
こ
と
で
、
新
規
顧
客

獲
得
や
鹿
児
島
フ
ァ
ン
を
増
や

せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
福
岡

県
民
に
本
県
特
産
品
の
拘
り
を

発
信
・
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
ま
す
。

「
お
茶
の
機
能
性
研
修
会
」
を
開
催

福
岡
三
越
に
て
「
夏
の
鹿
児
島
味
探
訪
」
を
開
催
！
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【
首
都
圏
で
の
物
産
展
の
開
催
】

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄

美
群
島
の
特
産
品
や
観
光
の
紹
介
を

始
め
と
す
る
本
県
及
び
本
県
特
産
品

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
並
び
に
販
路
拡

大
を
目
的
に
、
東
武
百
貨
店
池
袋
店

で
「
大
鹿
児
島
展
」(

７
月
29
日
～

８
月
３
日
の
６
日
間
）
を
夏
季
に
初

開
催
し
、
本
県
か
ら
68
社(

工
芸
品

15
社
、
食
品
53
社
）
が
出
展
し
ま
し

た
。会

期
中
の
首
都
圏
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
増
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
に
よ
り
、
不
要
不
急
の
外

出
を
控
え
る
よ
う
な
報
道
や
１
９
６

４
年
以
来
と
な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
、
本
県
の
離
島
や
関
東
地

方
へ
の
台
風
直
撃
な
ど
の
影
響
も
あ

り
ま
し
た
が
、
初
日
か
ら
大
鹿
児
島

展
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
お
客
様
が

多
く
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

【
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
】

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
来
店
者
並
び
に
出
展
者
の

安
全
を
守
る
た
め
、
会
場
で
の
マ
ス

ク
着
用
、
手
洗
い
・
う
が
い
の
徹
底

の
ほ
か
、
作
業
（
実
演
）
ス
ペ
ー
ス

の
制
限
や
飲
食
ブ
ー
ス
の
間
隔
を
空

け
て
座
席
配
置
を
す
る
な
ど
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
実
施
し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
来
場
さ
れ
た
お
客
様
は
安
心

し
て
お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。

【
出
展
者
・
百
貨
店
関
係
者
の
反
応
等
】

会
期
中
に
は
、
東
京
都
の
新
規
感

染
者
が
５
千
人
を
超
え
る
な
ど
、
連

日
の
感
染
者
増
加
と
重
な
り
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
百
貨
店
担
当
者
か
ら

は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

出
展
者
に
は
と
て
も
頑
張
っ
て
い
た

だ
い
た
」
「
鹿
児
島
県
は
、
離
島
な

ど
魅
力
的
な
資
源
が
多
く
、
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
高
い
の
で
、
首
都
圏
の
消

費
者
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
を
感
じ

る
も
の
が
多
い
」
と
い
っ
た
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
出
展

者
か
ら
も
「
冬
と
は
違
っ
た
比
較
的

若
い
世
代
の
来
場
者
が
多
く
、
新
規

客
の
確
保
に
繋
が
っ
た
」
「
感
染
対

策
を
取
り
な
が
ら
、
今
後
も
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
」
な
ど
の
前
向
き

な
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

今
後
もwith

コ
ロ
ナ
で
事
業
者
の

皆
様
と
一
緒
に
、

本
県
特
産
品
を

盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
形
屋
に
て
「
第
12
回
～
ど
ん
ど
ん

鹿
児
島
～
ふ
る
さ
と
物
産
展
」
（
８
月

18
日
～
23
日
の
６
日
間
）
を
開
催
し
、

62
社
（
工
芸
品
14
社
、
食
品
48
社
）
が

出
展
し
ま
し
た
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
奄
美
大
島
、
徳

之
島
」
を
始
め
と
し
た
奄
美
群
島
の
魅

力
や
、
旬
の
人
気
ス
イ
ー
ツ
・
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
関
連
商
品
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
改
め
て
県
内
消
費
者
に
魅
力
を
発

信
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
ふ
る
さ
と
物
産
展
を

お
家
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
山
形

屋
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
内
に
て
物
産

展
会
場
で
販
売
し
て
い
る
商
品
や
オ
ン

ラ
イ
ン
限
定
品
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
、
洋
菓
子
、
黒
糖
、
黒
豚

餃
子
、
島
バ
ナ
ナ
、
焼
酎
な
ど
お
家
で

楽
し
め
る
商
品
の
購
入
率
が
高
く
、
オ

ン
ラ
イ
ン
と
の
連
動
企
画
は
、
各
百
貨

店
の
物
産
展
で
も
主
流
と
な
り
つ
つ
あ

る
の
で
、
継
続
開
催
す
る
こ
と
で
認
知

度
向
上
や
利
用
促
進
を
図
り
、
今
後
も

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

【
消
費
者
の
声
】

・
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
、
物
産
展

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
来
場
し

た
。

・
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
県
内
（
離

島
）
を
旅
行
し
た
い
。

【
山
形
屋
担
当
者
の
声
】

・
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
測
定
器
の
設
置

や
入
退
場
口
の
制
限
な
ど
コ
ロ
ナ
対

策
を
よ
り
徹
底
（
出
展
者
等
と
も
協

力
）
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
を
は
じ

め
関
係
者
等
も
安
心
し
て
物
産
展
を

開
催
で
き
た
。

・
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
地
元
を
応

援
す
る
立
場
と
し
て
、
少
し
で
も
協

力
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
出
展
者
の
声
】

・
こ
の
よ
う
な
時
期
で
は
あ
る
が
、
販

売
活
動
は
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
次
回
の
販
売
や
ギ
フ
ト
、
定
番
化
に

向
け
た
話
し
も
い
た
だ
い
た
。

・
コ
ロ
ナ
で
非
常
に
心
配
し
た
が
、
県

や
協
会
、
百
貨
店
と
現
状
の
認
識
や

コ
ロ
ナ
対
策
を
共
有
す
る
こ
と
で
心

配
が
解
消
さ
れ
安
心
し
て
出
展
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
物
産
展
も

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
出
展

し
て
い
き
た
い
。

２
年
ぶ
り
に
地
元
鹿
児
島
に
て
本
県
特
産
品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
！

東
武
百
貨
店
池
袋
店
「
大
鹿
児
島
展
」
を
夏
季
に
初
開
催
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本
県
の
伝
統
的
工
芸
品
の
製
造
体
験
や

職
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
理
解
と
認
識

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
「
か
ご
し
ま
の
手
仕
事

学
校
」(

７
月
30
日
～
８
月
１
日
）
を
マ
ル

ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
策
と
し
て
、
共
用
道
具
は
都
度
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
を
行
い
、
密
を
作
ら
な
い
よ

う
に
体
験
ブ
ー
ス
を
広
く
す
る
な
ど
の
対

策
を
取
り
な
が
ら
開
催
し
ま
し
た
。

３
日
間
で
県
内
外
か
ら
延
べ
１
６
０
名

が
体
験
し
、
中
に
は
１
日
に
複
数
の
体
験

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
当
日
参
加
で
体

験
す
る
小
学
生
が
い
る
な
ど
、
反
響
が
大

き
か
っ
た
で
す
。

今
回
は
、
川
辺
仏
壇
の
螺
鈿
体
験
や
陶

器
づ
く
り
体
験
の
ほ
か
に
、
大
島
紬
で
の

折
鶴
製
作
を
初
め
て
行
い
、
保
護
者
が
驚

く
ほ
ど
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
多
数
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
こ
ど
も
ガ
ー
デ
ン
ズ
が
10
回

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
に
興

味
を
抱
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
新
た
な
仕

掛
け
や
展
開
方
法
を
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ

と
模
索
し
、
伝
統
産
業
の
後
継
者
育
成
に

繋
が
る
よ
う
な
取
組
み
を
今
後
も
進
め
て

参
り
ま
す
。

【
体
験
し
た
小
学
生
の
声
】

・
伝
統
産
業
が
好
き
な
の
で
、
良
い
経
験

に
な
っ
た
。
勉
強
に
な
っ
た
。

・
コ
ロ
ナ
で
外
出
が
出
来
な
い
中
で
、
と

て
も
楽
し
め
た
。

・
自
由
研
究
で
切
子
を
研
究
し
て
い
た
の

で
、
良
い
体
験
が
で
き
た
。

【
保
護
者
の
声
】

・
子
供
が
体
験
し
て
い
る
の
見
て
い
る
と

凄
く
楽
し
そ
う
。
親
も
機
会
が
あ
れ
ば

体
験
し
た
い
。

・
大
人
も
夢
中
に
な
れ
る
体
験
（
イ
ベ
ン

ト
）
だ
と
感
じ
た
。

・
日
々
の
生
活
で
は
知
ら
な
い
世
界
に
触

れ
て
、
子
供
の
世
界
が
広
が
る
機
会
に

な
っ
た
。

【
出
展
者
の
声
】

・
低
学
年
の
小
学
生
に
は
少
し
難
し
い
体

験
も
あ
っ
た
が
、
親
子
一
緒
に
な
っ
て

一
つ
の
物
を
作
り
上
げ
て
い
く
姿
が
見

ら
れ
て
良
か
っ
た
。

・
伝
統
工
芸
品
製
作
の
面
白
さ
、
素
晴
ら

し
さ
が
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
有
難
い
。

２
年
ぶ
り
に
小
学
生
が
伝
統
職
人
の
お
仕
事
を
リ
ア
ル
体
験
！

鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
「
奄
美
・
徳
之
島
、
沖
縄
島

北
部
・
西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺

産
登
録
を
記
念
し
て
、
８
月
２
日

～
31
日
ま
で
「
奄
美
世
界
自
然
遺

産
登
録
記
念
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、

奄
美
大
島
・
徳
之
島
を
中
心
と
し

た
奄
美
群
島
の
特
産
品
販
売
・
Ｐ

Ｒ
を
行
な
い
ま
し
た
。

会
期
中
は
、
期
間
限
定
で
奄
美

群
島
の
農
産
物
や
郷
土
菓
子
、
奄

美
黒
糖
焼
酎
、
大
島
紬
製
品
な
ど

41
社
77
品
目
を
展
示
・
販
売
し
、

中
で
も
、
島
バ
ナ
ナ
（
徳
之
島

産
）
や
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
ハ

ン
ダ
マ
な
ど
南
国
の
島
な
ら
で
は

の
農
産
物
や
ミ
ニ
蘇
鉄
が
好
評
で

し
た
。

来
店
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
は
、

「
現
地
に
行
か
な
い
と
買
え
な
い

と
思
っ
て
い
た
商
品
を
買
う
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
い
」
「
奄
美
群

島
の
フ
ェ
ア
を
毎
年
開
催
し
て
欲

し
い
」
な
ど
の
声
を
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ミ
ュ
広
場
で
は
、
改

め
て
県
民
の
方
々
に
世
界
自
然
遺

産
登
録
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

登
録
を
更
に
盛
り
上
げ
る
た
め

「
鹿
児
島
・
奄
美
大
島
・
沖
縄

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
（
７
月
16
日

～
21
日
）
を
初
開
催
し
ま
し
た
。

当
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
本

県
・
沖
縄
県
の
特
産
品
販
売
や
Ｊ

Ａ
Ｌ
に
よ
る
奄
美
群
島
に
関
連
し

た
機
内
商
品
の
販
売
及
び
奄
美
群

島
の
ス
テ
ー
ジ
Ｐ
Ｒ
・
ク
イ
ズ
大

会
等
も
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
か
ら
盛
大
に

県
内
イ
ベ
ン
ト
等
も
開
催
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
等
と

い
っ
た
Ｐ
Ｒ
チ
ャ
ン
ス
を
き
っ
か

け
に
、
特
産
品
振
興
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
鹿
児
島
店
と
ア
ミ
ュ
広
場
に
て

「
世
界
自
然
遺
産
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
を
初
開
催
！

鹿児島ブランドショップで販売した
奄美群島の特産品

JALのCAによる奄美群島PR
（アミュ広場）



会員紹介

地域に根差して従業員一丸となり作り上げた新食感蒲鉾
有限会社浜崎蒲鉾店 濵﨑 創 氏

昭和２３年にいちき串木野市にてさつま揚げ・蒲鉾店として創業した『浜崎蒲鉾店』。今年で
創業７３年を迎え、当社の昔ながらのさつま揚げの味を守り続けているのが、代表取締役であり
３代目の濵﨑創氏だ。
創氏は、福岡の大学卒業後に入社し、先代から練物のイロハを一から習得するため、製造現場

で勉強を重ね、繁忙期は、深夜遅くまで製造することも度々あったという。そのような練製品へ
の探究心と従業員と共に行った商品開発、成分等の微妙な配合努力があり「サラミ風蒲鉾 魚っ
ち」という新商品が１年掛かりで完成した。この商品は、２０２０かごしまの新特産品コンクー
ル「鹿児島県観光連盟会長賞」、第五十一回水産物品評会「水産庁長官賞」など数々の賞を受賞
し、それを契機に年間販売数25,000本突破するヒット商品となった。今では、県内外のマスコミ
等にも取り上げられ、また、アーティスト・料理人等による紹介やコロナ需要なども重なり、注
文数は瞬く間に伸び、今や当社の主力商品の一つとなっている。
創氏曰く、「ここまで販売数が伸ばせたのは、従業員と一丸になって商品開

発に取組み、数々の賞を受賞できたことで販売促進に繋がったことは間違いな
いが、やはり地元の方々に認めていただけた証なのではないか」という想いが
強い。「一つのヒット商品がその企業、従業員、地域へ貢献できる起爆剤とな
り得る」という信念を持つ創氏は、これからも“いちき串木野市の練製品”の更
なる発展の一翼を担い、今後も邁進していく。

特産振興支援員奮闘記

ＳＤＧｓと工芸品の発展
特産振興支援員 工芸品担当 村瀬 辰範

ＳＤＧｓ(持続可能でより良い世界をめざす目標)をご存知と思います。国連サミットで採択され
た２０３０年までに達成する目標で、プラスチック製品の削減等身近なところで進んでいます。認
知度全国調査では、「聞いた事がある」と答えた方が４７％という結果で、年齢別では３０歳未満
の若年層で認知度が高いとの結果が出ています。その取組に県内の多くの事業所が取組んでいます。
さて、鹿児島県には国・県指定の伝統的工芸品は３５品目がありますが、どれもが鹿児島県が重

んじてきた“和の文化“の象徴です。ＳＤＧｓとは無縁と思われるかもしれませんが、大量生産で
はなく限られた資源を有効に使い、現在のＳＤＧｓ以前から自然と環境を配慮し、技術と技能を受
け継ぎさらに改良を重ねて今の工芸品があります。
コロナ禍により、それぞれの生活に変化をもたらし不安定な時代になりました。特産振興支援員

として訪問させて頂いた工芸品事業者の中にも、多くの方が苦境に立たされているというお話を伺
います。
そのような中でも、前向きで少しでも皆様に喜んで頂き満足して頂くため、より良いものを作り、

後世に残して行きたいという意気込みを強く感じました。
モノが溢れ、捨てることになれた生活を長く続けてきた時代はとうに過ぎました。良いものは子

や孫の代まで長く使えるということが、伝統的工芸品が持つ本来の姿でありＳＤＧｓに即したもの
でもあります。
然しながら、知名度の低い工芸品もあり、対面消費が激減している今、同じ手法だけでは各事業

者の方々の苦境は改善しません。新商品を作り出す等々、工芸品への期待値を上げ、知名度の向上
を図るためにも、微力ですが支援を行なっていきます。

４



１．「かごしまの暮らしを彩る器展」初開催します！

来年１月末に東京にて開催される「テーブルウェア・フェスティバル２０２２」への
出展に向け、商品開発に取り組んでいる企業（１２社）の作品を一堂に会し、鹿児島
県の方々にも幅広く紹介することを目的とした「かごしまの暮らしを彩る器展」を
マルヤガーデンズにて初開催いたします。
会期中は、実際に製作した職人との交流や作品の展示販売も行っておりますの

で、皆様是非、足をお運びください。

【会期】１０月８日（金）～１０月１０日（日）３日間（最終日は１８時まで）
【会場】マルヤガーデンズ ４階 ユナイトメントガーデン

２．第２６回 かごしま原木しいたけフェア開催告知

当協会では、本県特産品である原木しいたけの消費者への普及や啓発、消費向
上を促すため、「第２６回 かごしま原木しいたけフェア」を開催いたします。
当日は、乾・生しいたけや椎茸加工品、特売用乾燥しいたけの販売のほか、

２，０００円以上の購入者対象にしたお楽しみ抽選会を実施いたします。
（新型コロナウイルスの感染拡大防止のため乾しいたけ袋詰め放題は中止）
毎年、非常に良質な原木しいたけをお買い求めいただけるフェアですので、当協会としても、更なるＰＲ、魅力発

信を続けて参ります。

【会期】令和３年１０月１２日（火）～１０月１５日（金）４日間
※新型コロナウイルス感染症の状況により日程の変更・中止となる可能性がございます。

【会場】鹿児島県産業会館 １階ロビー

３．「２０２１かごしまの新特産品コンクール」延期のお知らせ

「２０２１かごしまの新特産品コンクール」を全国的に新型コロナウイルス感染症が拡大している状況等を鑑み、下
記の日程に延期することといたしました。
御応募いただきました皆様には、大変御迷惑をおかけいたしますが、何とぞ御理解賜りますようお願い申し上

げます。
【旧】１０月４日（月）⇒【新】１１月５日（金） ※時間帯、会場の変更はありません。

４．「うんまか鹿児島輸出商談会2021」及び「鹿児島県産品×沖縄国際物流ハブ」海外
輸出オンライン商談会開催告知

TPPやFTAなど多国間経済連携協定締結など海外進出の機会を得ていることから、今回、豊富で良質な本県産
品を海外への販路開拓と更なる認知度向上を図るため、国内外のバイヤー28社と商談する「うんまか鹿児島輸
出商談会2021」(10月13日(水)～19日(火)(平日のみ))及び沖縄国際物流ハブを活用した特産品の販路拡大を目
指す「鹿児島県産品×沖縄国際物流ハブ」海外輸出オンライン商談会(11⽉16⽇(⽕))を開催いたします。
これからも県や民間企業と連携を図りながら、海外への本県特産品の販路拡大及びPRを支援して参りますの

で、輸出等興味のある方は、是非、当協会へご相談ください。

協会インフォメーション

発行者／（公社）鹿児島県特産品協会 発行日／令和３年９月３０日発行通巻５５号
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